
(11)平成17年度 騒音

スケジュール（調査工程、調査日）

　　調査した環境項目及び調査回数

　　騒音の調査時期
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(11)平成17年度 騒音

調査場所及び工事機械配置図

　中・南田代荘（地下躯体工事　午前）　　　　　　 中・南田代荘（地下躯体工事　午後）

東希望荘（造成工事　午前） 東希望荘（造成工事　午後）
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(11)平成17年度 騒音

調査結果（工事騒音）

工事騒音の調査結果（中・南田代荘）　　　

　　　　

工事騒音の調査結果（東希望荘）

　　工事騒音調査結果一覧表(資料編）

千種台地区住宅整備事業17年度環境影響評価事後調査委託報告書（平成18年3月）

工事騒音調査結果

各調査時期における工事騒音（暗騒音を含

む:L5）は、全て規制基準値である85dBを下回った。
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(12)平成18年度 騒音

事業実施場所

スケジュール（調査工程、調査日） 　　調査した環境項目及び調査回数

　騒音の調査時期
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(12)平成18年度 騒音

調査場所及び工事機械配置図

東希望荘(2次）（地上躯体　午前）　 　東希望荘(2次）（地上躯体　午後）

　金児荘（2期）（造成工事　午前）　 　金児荘（2期）（造成工事　午後）
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(12)平成18年度 騒音

調査場所及び工事機械配置図

　　　東希望荘（2次）（外構工事　午後）東希望荘（2次）（外構工事　午前）
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(12)平成18年度 騒音

調査結果（工事騒音）

　　工事騒音の調査結果（東希望荘（2次）地上躯体工事）　　　工事騒音の調査結果（金児荘（2期）造成工事）　　　

　　工事騒音の調査結果（東希望荘（2次）外構工事）　　　

工事騒音調査結果一覧表(資料編）

千種台地区住宅整備事業18年度環境影響評価事後調査委託報告書（平成19年3月）

工事騒音調査結果

各調査時期における工事騒音（暗騒音を含む:L5）は、

全て規制基準値である85dBを下回った。
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(13)平成20年度 騒音
資料-3　中十字荘跡地文化教育施設建設事業に係る騒音振動調査
事業実施場所
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(13)平成20年度 騒音
資料-3　中十字荘跡地文化教育施設建設事業に係る騒音振動調査
スケジュール（調査工程、調査日）

　　騒音の調査時期
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(13)平成20年度 騒音
資料-3　中十字荘跡地文化教育施設建設事業に係る騒音振動調査
　　調査場所及び工事機械配置図

　中十字荘跡地文化教育施設（除却・基礎工事　午前）　　　　中十字荘跡地文化教育施設（除却・基礎工事　午後）
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(13)平成20年度 騒音
資料-3　中十字荘跡地文化教育施設建設事業に係る騒音振動調査
調査結果（工事騒音）

工事騒音の調査結果　（文化教育施設　除却・基礎工事）

（東希望荘）

　　　工事騒音調査結果一覧表(資料編）

千種台地区住宅整備事業20年度環境影響評価事後調査委託報告書（平成21年3月）

工事騒音調査結果

各調査時期における工事騒音（暗騒音を含む:L5）

は、全て規制基準値である85dBを下回った。
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(14)平成21年度 騒音

事業実施場所
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(14)平成21年度 騒音

スケジュール（調査工程、調査日）

　　調査した環境項目及び調査回数

　　騒音の調査時期

103



(14)平成21年度 騒音

調査場所及び工事機械配置図

　千央閣（外構工事　午前）　　 千央閣（外構工事　午後）　

　　　中十字荘跡地文化教育施設（基礎工事　午前） 　　　中十字荘跡地文化教育施設（基礎工事　午後）
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(14)平成21年度 騒音

調査結果（工事騒音）

　　　工事騒音の調査結果（千央閣:外構工事）　　　

　　

　　　工事騒音の調査結果（文化教育施設:基礎工事）

　　　工事騒音調査結果一覧表(資料編）

千種台地区住宅整備事業21年度環境影響評価事後調査委託報告書（平成22年3月）

工事騒音調査結果

各工事における工事騒音（暗騒音を含む:L5）は、全

て規制基準値である85dBを下回った。
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３．振動 
 

《調査実施年度》 
 振動の事後調査（工事中）実施年度、測定対象施設及び工種は、表 7-5 に示すとお

りである。 

 

表 7-5 振動の事後調査（工事中）の実施年度、対象施設及び工種 

 

 

 

 

 

年　　度 対象施設名 工　　種

除却工事

造成工事

杭工事

土工事

躯体工事

外構工事

平成6年度 楠荘 外構工事

平成7年度 千有荘、北十字[西]荘 除却工事

平成9年度2次
霞ヶ丘荘（千有荘、北十字[西]荘）、
西十字荘

造成工事

はざま荘（旧はざま荘、旧新十字荘） 外構工事

金児荘（旧金児荘、旧中十字荘） 除却工事

北十字荘 除却工事

東田代荘、北田代荘 除却工事

はざま荘、新十字荘、センター地区 中学校除却工事

平成14年度
センター地区、楠北棟
はざま荘
金児荘

仮設工事・基礎工事
仮設工事・本体躯体工事
仮設工事・外構工事

南・中田代荘 仮設工事、除却工事

東希望荘 仮設工事、除却工事

センター地区、
楠北棟

仮設工事、本体躯体工事
仮 事 本体躯体 事東岳荘 仮設工事、除却工事

徳川山・中十字荘
千央閣

本体躯体工事
除却工事

希望ヶ丘荘 造成工事

南・中田代荘 地下躯体工事

東希望荘 造成工事

東希望荘（２次） 地上躯体工事

金児荘（２期） 造成工事

東希望荘（２次） 外構工事

平成20年度 （中十字荘跡地文化教育施設） 除却工事、基礎工事

千央閣 外構工事

（中十字荘跡地文化教育施設） 基礎工事
平成21年度

平成12年度

平成13年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成3年度 北希望荘

平成4年度 北希望荘
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《調査場所》 
  原則として工事騒音と同じ場所とした。 

 

《調査時期》 

 当該工事期間において、振動による周辺への影響が最も大きいと予想される時期

に、工事が最盛期であると思われる時間帯を選び、午前 1 回、午後 1 回行った。ま

た、工事機械が稼働していない時間帯においても、午前 1 回、午後 1 回暗振動を測

定した。 

 

《調査方法》 

  「振動規制法施行規則」（昭和 51 年総理府令第 58 号）に基づき、時間率振動レベ

ルの 80％レンジの上端値（L10）、下端値（L90）及び中央値（L50）を求めた。 

 

《調査結果及び予測結果との比較》 

振動の事後調査（工事中）結果は表 7-6 に示すとおり除却工事、外構工事等各工

事における工事振動（暗振動を含む：L10）は、いずれの年度においても規制基準値

である 75dB を下回っていた。 

また、評価書届出時（平成 3 年 7 月）、再手続等免除申請時（平成 10 年 3 月）及

び事業内容変更の届出時（平成 13 年 8 月）の予測結果と比較するといずれの場合も

予測値を下回っている。これは予測時に使用を想定したパワーレベルの高い建設機

械は使用せず、低振動工法、低振動機械を積極的に導入し、使用機器の配置等を十

分に考慮するなどの保全対策を実施したことによるものと考えられる。 

なお、平成 20 年度及び平成 21 年度における中十字荘跡地文化教育施設建設工事

は、定期借地による民間建設であり名古屋市が実施する住宅建設事業ではないが、

工事中の振動調査を実施し、その結果も合わせて取りまとめた。 

 

  

107



 

表 7-6 振動の事後調査（工事中）結果及び予測値 

 
  

年　　度 対象施設名 工　　種
調査結果
(最大値)

規制基準値 予測値

除却工事 41 58

造成工事 46 －

杭工事 39 －

基礎工事 42 －

躯体工事 32 －

外構工事 40 －

平成6年度 楠荘 外構工事 53 65

平成7年度 千有荘、北十字[西]荘 除却工事 42 －

平成9年度2次
霞ヶ丘荘（千有荘、北十字[西]荘）、
西十字荘

造成工事
造成工事 52 59

はざま荘（旧はざま荘、旧新十字荘） 外構工事 43 60

金児荘（旧金児荘、旧中十字荘） 除却工事 40 60

北十字荘 除却工事 50 －

東田代荘、北田代荘 除却工事 51 (61)

はざま荘、新十字荘、センター地区 中学校除却工事 47 －

平成14年度
センター地区、楠北棟
はざま荘
金児荘

仮設工事・基礎工事
仮設工事・本体躯体工事
仮設工事・外構工事

42 －

南・中田代荘 仮設工事、除却工事 43 (61)

東希望荘 仮設工事、除却工事 49 －

センター地区、
楠北棟

楠南棟
徳川山・中十字荘

仮設工事、本体躯体工事
仮設工事、本体躯体工事、
外構工事
仮設工事、基礎工事
造成工事

48 58

東岳荘 仮設工事、除却工事 44 57

徳川山・中十字荘
千央閣

本体躯体工事
除却工事

53 63

希望ヶ丘荘 造成工事 48 63

南・中田代荘 地下躯体工事 38 －

東希望荘 造成工事 47 －

東希望荘（２次） 地上躯体工事 45 －

金児荘（２期） 造成工事 42 －

東希望荘（２次） 外構工事 47 63

平成20年度 （中十字荘跡地文化教育施設） 除却工事、基礎工事 52 －

千央閣 外構工事 40 61

（中十字荘跡地文化教育施設） 基礎工事 41 －

　　10年3月）、平成14年度憩は事業内容変更の届出時（平成13年8月）の内容を示す。

注）予測値は平成9年度2次までは評価書提出時（平成3年7月）、その後平成13年度までは再手続等免除申請時（平成

（単位：dB）

平成21年度

75

平成12年度

平成13年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成3年度 北希望荘

平成4年度 北希望荘
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《実施した保全対策の内容》 
評価書に記述した保全対策を実施した。 
(1) 工事に際しては、作業時間、作業区域、使用機器の配置等を十分に考慮した

作業工程を作成した。 

(2) 低振動工法、低振動機械を積極的に導入し、周辺への影響を極力小さくする

よう努めた。 

 

《環境保全目標との適合状況》 
以上のような保全対策を講じた結果、特定建設作業に係る規制基準を満たしていた。 

また、「周辺住民の日常生活に著しい支障を及ぼさないこと」とした環境保全目標も

達成できたと考えられる。 

 

 

各年度における調査地点、調査時の工事機械稼働状況、工事工程、調査日及び調査結

果の詳細は次に示すとおりである。 
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(1)平成3年度 振動

事業実施場所
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(1)平成3年度 振動

スケジュール（調査工程、調査日）

　調査した環境項目及び調査回数

　振動の調査時期
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(1)平成3年度 振動

調査場所と工事機械配置図　　

北希望荘（除却工事） 北希望荘（造成工事）

北希望荘（杭工事） 北希望荘（土工事（基礎工事））
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(1)平成3年度 振動

調査結果（工事振動）

　工事振動調査結果

　工事振動調査結果（資料編）

千種台地区住宅整備事業3年度環境影響評価事後調査報告書（平成4年3月）

工事振動調査結果

各工事における工事振動（暗振動を含む）の最大

値は、除却工事で41dB、造成工事で46dB、杭工事で

39dB、土工事（基礎工事）で42dBと、その値は全て

規制基準値[75dB]を十分に下回っていた。
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(2)平成4年度 振動

事業実施場所
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(2)平成4年度 振動

スケジュール（調査工程、調査日）

　調査した環境項目及び調査回数

　振動の調査時期
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(2)平成4年度 振動

調査場所と工事機械配置図　　　

北希望荘（ 体工事：平成4年4月9日）　　 北希望荘（ 体工事：平成4年6月20日）

北希望荘（ 体工事：平成4年9月9日）   北希望荘（外構工事：平成4年11月10日）
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(2)平成4年度 振動

調査結果（工事振動）
 　　　　　北希望荘建設に係る工種毎の振動調査結果

　　　　　　工事振動調査結果 　　　　　　　　　（平成3年度～4年度）

　　　　工事振動調査結果（資料編）

千種台地区住宅整備事業4年度環境影響評価事後調査報告書（平成5年1月）

工事振動調査結果

各種区分による工事振動（暗振動を含む）の最大値は、

 体工事で32dB、外構工事で40dBとその値は全て規制基

準値[75dB]を十分に下回っていた。

なお、北希望荘全体の建設工事（平成3年度～平成4年

度)を通して、最も工事振動の大きかった工種は造成工

事であり、その値は46dB(A)であった。
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(3)平成6年度 振動

事業実施場所
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(3)平成6年度 振動

スケジュール（調査工程、調査日）

調査した環境項目及び調査回数

振動の調査時期：平成7年3月7日
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(3)平成6年度 振動

調査場所と工事機械配置図　　　

　楠荘（外構工事）
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(3)平成6年度 振動

調査結果（工事振動）

　　　工事振動調査結果

　工事振動の調査時期および結果一覧表（資料編）

千種台地区住宅整備事業6年度環境影響評価事後調査報告書（平成7年3月）

工事振動調査結果

外構工事における工事振動（暗振動を含む）

は、最大53dBで、規制基準（75dB）を十分に下

回っていた。
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(4)平成7年度 振動

事業実施場所
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(4)平成7年度 振動

スケジュール（調査工程、調査日）

　　 　調査した環境項目及び調査回数

    振動の調査時期：平成7年10月24日
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(4)平成7年度 振動

調査場所及び工事機械配置図　　　

千有荘・北十字[西]荘（除却工事）　　

124


